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				このページは検証済みです
我が武勇なる祖先の英魂雄姿は永へに死せずして、目ありて見ゆる者に顯現す。思想の最も發達せる日本人を抓攞し視よ、彼は忽ち一介のさむらひたるを露はさん。名譽、勇氣其他凡百の武人道德の大遺產こそ、洵に彼のクラム敎授の知言に曰へる、『唯だ吾人に委任せられたるに過ぎずして、死者と我子孫とより奪ふべからざる俸祿』なれ。而して現在は命じて、此嗣業を護り、且つ古代精神の一點一畫をも賊ふ勿れと云ひ、又た未來は命じて、此れが範圍を擴大して、人生凡百の狀態境遇に施すべしと云はん。

　爰に豫言あり、過去半世紀間の事蹟の確證する豫言あり。曰く封建日本の道德系統は、城廓、武器と共に破碎して塵土に委し、而して新道德は、新日本の進路を照らさんが爲めに、
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